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令
和
四
年
五
月
一
三
日
、
園
部
梨
選
果
場
に
お

い
て
、
Ｊ
Ａ
や
さ
と
梨
部
会
が
摘
果
講
習
会
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
五
月
一
七
日
に
は
、
Ｊ

Ａ
新
ひ
た
ち
野
石
岡
梨
部
会
が
な
し

4

4

ほ
場
に
お
い

て
、
摘
果
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

摘
果
講
習
会
で
は
、
な
し
の
重
要
病
害
で
あ
る

黒
星
病
、
昨
年
発
生
が
多
か
っ
た
炭
疽
病
に
つ
い

て
、
防
除
方
法
や
薬
剤
の
選
択
等
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
適
期
防
除
が
重
要
と
な
る
シ
ン
ク
イ
ム

シ
類
や
、
本
年
は
発
生
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
カ

メ
ム
シ
類
の
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
再
確
認

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
幸
水
」
の
変
形
果
が
目
立
つ
も
の
の

着
果
数
は
平
年
並
み
で
あ
り
、
高
品
質
果
実
の
安

定
出
荷
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

両
部
会
で
は
、
二
つ
の
Ｊ
Ａ
を
超
え
た
連
携
で
、

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
恵
水
」
の
積
極
的
な
生
産

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
恵
水
」
は
、
平
成
三
〇
年
か

ら
選
果
場
で
の
選
果
・
出
荷
を
行
っ
て
お
り
、
出

荷
量
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
本
年
は
「
幻
の

恵
水
」
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
年
も
品
質
の
高
い
「
恵
水
」
を
安
定
し
て
出

荷
で
き
る
よ
う
、
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
引
き
続
き

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

※
「
幻
の
恵
水
」：
果
重
一
㎏
以
上
、
糖
度
一
四
度
以
上
で

　
　

外
観
の
良
い
「
恵
水
」

な
し
摘
果
講
習
会
を
開
催

県育成品種なし「恵水」摘果講習会の様子

活 力 が あ り 、 県 民 が 日 本 一 幸 せ な 県 を 実 現 し ま し ょ う ！



　

石
岡
市
（
旧
八
郷
地
区
）
で
、
水

稲
を
約
四
〇	
ha
作
付
け
し
て
い
る
経

営
体
で
は
、
限
ら
れ
た
労
働
力
の
た

め
、
従
来
か
ら
育
苗
・
代
掻
き
・
田

植
え
作
業
の
省
力
化
が
課
題
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
二
九
年
か
ら
、
普

及
セ
ン
タ
ー
指
導
の
も
と
、
乾
田
直

播
栽
培
を
導
入
し
ま
し
た
。
令
和
三

年
度
は
、
飼
料
用
米
専
用
品
種
「
北

陸
一
九
三
号
」
の
乾
田
直
播
に
四
・

七	

ha
で
取
り
組
み
、
七
四
七
㎏
／
一

〇
ａ
の
多
収
を
実
現
し
ま
し
た
。
本

経
営
体
は
、「
育
苗
作
業
を
省
略
で
き

る
と
と
も
に
、
移
植
栽
培
と
の
作
業

分
散
が
図
れ
る
」
と
乾
田
直
播
栽
培

を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

乾
田
直
播
栽
培
は
、
レ
ー
ザ
ー
レ

ベ
ラ
ー
、
播
種
機
、
ハ
イ
ク
リ
ブ
ー

ム
等
の
大
型
機
械
が
必
要
と
な
り
ま

　

九
州
で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
が

発
生
し
、
産
地
で
は
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
令
和

三
年
に
初
め
て
発
生
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
本
病
は
防
除
が
困
難
で
被
害

が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
対

策
を
正
し
く
行
い
、
県
内
へ
の
侵
入

を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

病
気
の
原
因
は
糸
状
菌
（
カ
ビ
）

に
よ
る
も
の
で
、
苗
床
や
本
圃
で
発

生
し
ま
す
。
本
病
に
感
染
す
る
と
、

地
際
の
黒
～
褐
色
の
変
色
、
茎
葉
の

変
色
、
し
お
れ
症
状
等
が
観
察
で
き

ま
す
。
貯
蔵
中
の
塊
根
に
も
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
、
つ
る
に
近
い
側
か

ら
の
腐
敗
症
状
が
見
ら
れ
ま
す（
写
真
）。

　

四
L
（
四
〇
〇
ｇ
）
以
上
の
「
恵
水
」

生
産
の
た
め
に
、
満
開
後
一
〇
〇
日

に
七
〇
㎜
以
下
の
果
実
を
摘
果
す
る

修
正
（
最
終
）
摘
果
を
行
い
ま
す
。

　
「
恵
水
」
は
、
満
開
後
一
〇
〇
日
頃

か
ら
果
実
肥
大
と
収
穫
時
果
実
重
の

相
関
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
品
質
の

良
い
大
玉
果
実
を
揃
え
る
た
め
に
修

正
摘
果
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
四
月

二
〇
日
頃
が
満
開
日
で
あ
り
、
満
開

後
一
〇
〇
日
は
七
月
二
九
日
頃
と
な

り
ま
す
。
修
正
摘
果
の
基
準
は
表
の
と

お
り
で
す
。

　

開
花
時
期
が
極
端
に
早
い
年
な
ど
、

果
実
肥
大
状
況
が
平
年
と
異
な
る
年

に
は
基
準
に
合
わ
な
い
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
、
ほ
場
を
観
察
し
、
生
育

状
況
を
よ
く
確
認
し
た
う
え
で
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

飼
料
用
米
の

乾
田
直
播
栽
培
の

推
進
に
つ
い
て

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐

病
の
侵
入
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

四
Ｌ
以
上
の

「
恵
水
」の
生
産
を

目
指
し
て

不耕起播種機を使用した乾田直播作業

　

防
除
対
策
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
持
ち
込
ま
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」「
残

さ
な
い
」
こ
と
で
す
。
本
病
の
発
生

地
域
か
ら
種
イ
モ
や
苗
を
持
ち
込
ま

な
い
こ
と
、
原
則
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー

の
苗
を
使
用
す
る
こ
と
、
種
イ
モ
か

ら
採
苗
す
る
場
合
は
無
病
健
全
な
も

の
を
使
用
す
る
こ
と
、
苗
の
消
毒
を

徹
底
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
栽
培

中
は
本
病
の
症
状
が
な
い
か
よ
く
観

察
し
、
疑
わ
し
い
症
状
が
見
ら
れ
た

ら
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

す
。
ま
た
、
適
時
・
的
確
な
作
業
が

必
要
な
「
プ
ロ
の
技
」
も
必
要
で
す
。

写真　塊根の腐敗
出展：農研機構生研支援センター　イノベーション創
出強化研究推進事業（01020C）令和２年度版マニュ
アル「サツマイモ基腐病の発生生態と防除対策」より
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/
pamphlet/tech-pamph/138589.html

満開後
日数

3L（14 玉） 4L（12 玉） 5L（10 玉） 6L（9 玉） 7L（8玉） 8L（7玉） 9L（6玉）
（350-400g） （400-500g） （500-550g） （550-600g） （600-650g） （650-780g）（780g 以上）

90 56 58 64 66 69 71 78
100 68 70 75 77 79 81 87
110 77 79 83 86 88 90 96
120 83 85 90 92 95 97 103
130 87 89 95 97 100 103 110
収穫時 90 93 100 103 106 109 118

１）表の見方：満開後 100 日に果実の平均横径が 70 ｍｍ以下の果実は収穫時に 400g 未満になる確率が高い
２）果実	の階級および基準重量は、茨城県青果物標準出荷規格「なし（新高・恵水等大玉系	）」に	よる

「恵水」修正摘果 基準 （果実 の平均横径 mm）

土浦普及センターだより

農 薬 を 適 正 に 使 用 し て「 農 作 物・ 生 産 者・ 環 境 」 の ３ つ の 安 全 を 守 り ま し ょ う。



　

施
設
園
芸
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

と
し
て
は
、
次
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
省
エ
ネ
の
た
め
の
機
器
利
用
技
術

（
燃
油
暖
房
機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

温
度
セ
ン
サ
ー
の
点
検
等
）

②
温
室
の
保
温
性
向
上
技
術

（
気
密
性
の
向
上
や
外
張
多
重
化
や

内
張
多
層
化
、
保
温
性
の
高
い
被

覆
資
材
の
利
用
等
）

③
省
エ
ネ
の
た
め
の
温
度
管
理
技
術

（
省
エ
ネ
型
の
品
種
や
作
型
へ
の
転

換
や
循
環
扇
を
利
用
し
た
温
度
ム

ラ
改
善
や
変
温
管
理
や
作
物
へ
の

局
所
加
温
等
）

　

ま
ず
は
、
現
在
の
暖
房
方
法
に
無

駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
が
な
い
か
を

確
認
し
た
う
え
で
、
省
エ
ネ
の
た
め

の
設
備
や
技
術
の
導
入
へ
と
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。「
施
設
園
芸
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

土
浦
市

第
四
期
土
浦
ブ
ラ
ン
ド
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
！

　

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
れ
ん
こ

ん
を
始
め
、
土
浦
市
産
の
名
産
品
や

加
工
品
な
ど
を
認
定
す
る
「
土
浦
ブ

ラ
ン
ド
」
は
、
多
く
の
方
に
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
た
に
七
品
目
が
認
定
さ

れ
、
土
浦
市
の
魅
力
発
信
や
地
域
活

か
す
み
が
う
ら
市

「
湖
山
の
宝
」
募
集
中

　

市
の
推
奨
品
「
湖
山
の
宝
」
と
は
、

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
会
議
に
お
い
て
審

査
の
上
、
推
奨
品
と
し
て
認
証
さ
れ

た
農
林
水
産
物
や
そ
の
加
工
品
を
示

す
ブ
ラ
ン
ド
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。

　

推
奨
品
そ
れ
ぞ
れ
が
、
地
域
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
こ
だ
わ
り

の
品
々
で
、
現
在
三
九
品
目
あ
り
ま

す
。

　

現
在
、
市
で
は
、
新
た
な
農
林
水

石
岡
市

「
朝
日
里
山
フ
ァ
ー
ム
」
研
修
生
募
集

　

石
岡
市
柴
内
の
朝
日
里
山
フ
ァ
ー

ム
は
、
国
の
新
規
就
農
者
研
修
制
度

に
基
づ
い
た
研
修
施
設
で
す
。
本
施

設
は
、
農
業
で
独
立
を
目
指
す
青
年

の
研
修
農
場
で
、
体
験
型
観
光
施
設

「
朝
日
里
山
学
校
」
周
辺
の
耕
作
放
棄

地
を
再
生
し
、
有
機
農
業
コ
ー
ス
の

他
果
樹
・
施
設
園
芸
コ
ー
ス
を
併
設

し
て
い
ま
す
。

　

研
修
生
と
な
る
資
格
・
条
件
は
、

市
内
に
居
住
す
る
こ
と
、
年
齢
が

四
五
歳
ま
で
、
研
修
終
了
後
は
市
内

で
就
農
す
る
こ
と
等
で
す
。
研
修
は

二
年
間
で
毎
年
一
組
ず
つ
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
詳
し
い
相
談
は
朝
日
里

山
フ
ァ
ー
ム
（
℡
：
〇
二
九
九

－

五
一

－

三
一
一
七
）
ま
た
は
石
岡
市
新
規

就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
（
石
岡
市
農

政
課　

℡
：
〇
二
九
九

－

四
三

－

一
一
一
一
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

燃
油
価
格
の
高
騰
に

備
え
ま
せ
ん
か
？

性
化
へ
の
期
待
が
改
め
て
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

総
数
が
三
八
品
目
と
な
っ
た
「
土

浦
ブ
ラ
ン
ド
」
か
ら
お
気
に
入
り
を

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

認
定
品
の
詳
細
は
、
土
浦
市
Ｈ
Ｐ

や
添
付
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ま
ち
か
ら

　
　む
ら
か
ら

ま
ち
か
ら

　
　む
ら
か
ら

湖山の宝
公式サイト

土浦ブランド
認定品

産
物
や
加
工
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

認
定
さ
れ
る
と
、
上
記
の
推
奨
品
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
三
年
有
効
・
更
新
あ
り
）。
丹

精
込
め
て
作
ら
れ
た
商
品
を
市
推
奨

品
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は「
湖

山
の
宝
」
公
式
サ
イ
ト
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

土浦普及センターだより

農 作 業 に お け る 事 故 や 農 業 機 械 の 盗 難 に 気 を 付 け ま し ょ う 。



活
躍
し
て
い
ま
す
、

活
躍
し
て
い
ま
す
、

女
性
農
業
者

女
性
農
業
者

　茨城県では農業の技術向上や経営発展
に意欲のある方、農業を始めて間もない
方、将来就農を目指す方など幅広い方を対
象に、総合的な学びの場を提供する「いば
らき農業アカデミー」を開設しています。

いばらき農業アカデミーのご案内

いばらき農業アカデミー事務局
（農業総合センター内）

T E L　0 2 9 9 - 4 5 - 8 3 2 1
FAX　0 2 9 9 - 4 5 - 8 3 5 0

ホームページ Facebook

問い合わせ先

種苗法の改正について

種苗法とは？
　農産物など植物の開発者は、その品
種を登録することで独占的販売権が認
められ、開発した人の知的財産権が守
られるという法律です。
　令和２年12月に改正種苗法が成立し、
令和４年４月１日に施行されました。

改正により変わったこと
　生産者が登録品種の収穫物から種や
苗を採って次期作の栽培に使用する「自
家増殖」を行う際に、育成者権の保持
者の許諾は不要でしたが、改正により
必要になりました。

　茨城県登録品種における生産者が行
う自家増殖の取り扱いについては、以
下のQRコードを参照ください。

　

今
年
度
、
以
下
の
皆
さ
ん
が
退
任

さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
ご
尽

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
農
業
経
営
士

	

土
浦
市　

大
塚　

雄
一
氏　

　
女
性
農
業
士

	

土
浦
市　

羽
成
香
代
子
氏

　
青
年
農
業
士

	

土
浦
市　

栗
原　

正
明
氏

	

石
岡
市　

神
生　

潤
一
氏

　

当
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
管
内
の
女
性
農

業
者
を
対
象
に
、
経
営
者
と
し
て
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
向
け
た
学
習
会
及
び
交
流
会
「
ア

グ
リ
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
先
輩
農
業
者
の
事
例
発
表

会
や
現
地
検
討
会
（
ゴ
マ
ほ
場
）、
経
営
研
修

会（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
）を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
食
農

活
動
等
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
土
浦
地

域
女
性
農
業
士
会
で
は
、
つ
く
ば
国
際
大
学

と
の
交
流
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
女
性
農
業
者
の
活
動
に
興
味
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
普
及
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ゴマほ場研修会ゴマほ場研修会

地元大学生とのオンライン交流会地元大学生とのオンライン交流会

土浦普及センターだより

茨城県農林水産部　公式Instagram（＠af f . i ba rak i _o f f i c ia l）フォローお願いします。


